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正
倉
院
宝
物
盗
難
事
件
に
関
す
る
一
史
料 

 
 
 
 
 

―
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
に
つ
い
て
― 

  

伊
藤 

純 

   
 
 

は
じ
め
に 

 

東
大
寺
正
倉
院
で
は
、
過
去
に
何
回
か
宝
物
の
盗
難
事
件
が
起
て
い
る

（
１
）

。
一
回
目
は

長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
三
月
三
日
の
こ
と
。
僧
・
長
久
等
が
北
倉
に
入
り
、
銀
三
〇

両
を
盗
み
出
す
も
、
翌
年
五
月
一
八
日
に
捕
え
ら
れ
る
。
二
回
目
は
寛
喜
二
年
（
一
二

三
〇
）
一
〇
月
二
七
日
。 

僧
・
顕
識
等
が
中
倉
に
侵
入
し
て
、
鏡
八
面
、
銅
小
壺
一
箇
、

銅
小
仏
三
体
を
盗
み
出
し
た
。
三
回
目
は
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
で
、
こ
の
時
は
犯

人
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

四
回
目
は
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
七
月
二
一
日
に
起
っ
た
盗
難
事
件
で
あ
る
。

こ
の
時
事
件
に
関
す
る
記
録
が
、
こ
れ
か
ら
小
文
で
紹
介
す
る
「
南
都
東
大
寺
宝
物
」

で
あ
る
。 

  
 
 

一 

「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
に
つ
い
て 

 

慶
長
一
五
年
の
盗
難
事
件
に
際
し
て
作
製
さ
れ
た
「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
が
綴
じ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
石
崎
文
庫
の
う
ち
の
一
冊
、

『
南
都
名
勝
舊
記
』
で
あ
る
。 

 

石
崎
文
庫
は
奈
良
高
畑
の
地
で
私
設
図
書
館
を
営
ん
で
い
た
漢
方
医
・
石
崎
勝
蔵（
一

八
四
七
～
一
九
二
〇
）
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
私
設
図
書
館
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）

に
開
設
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
に
和
書
六
三
二
三
冊
・
漢
籍
五
一
五

五
冊
が
中
之
島
図
書
館
に
入
り
、
現
在
の
石
崎
文
庫
と
な
っ
て
い
る
。
石
崎
文
庫
目
録

（
２
）

で
は
「
南
都
名
勝
舊
記
」
と
あ
り
、
そ
の
内
容
と
し
て 

一
巻
南
都
東
大
寺
寶
物（
慶
長
一
七
年
）一
巻
東
大
寺
大
佛
殿
等
修
理
状
一
巻 

一

冊 

寶
暦
一
一
年
・
明
和
元
年
無
乗
齋
花
珍
写
本 

と
あ
る
。
実
際
に
『
南
都
名
勝
舊
記
』
を
手
に
し
て
み
る
と
、
表
題
と
し
て
貼
り
付
け

ら
れ
た
題
箋
に
は
「
南
都

興
福
寺

東
大
寺

舊
記
」
と
あ
る
。
一
冊
の
中
に
以
下
の
三
種
の
記
録
が
綴

じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
南
都
名
勝
舊
志
」
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
成
立
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
花

鈴
書
写
。 

 

「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
）
成
立
、
書
写
年
不
明
。 

 

「
東
大
寺
大
仏
殿
等
修
理
状
」
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
成
立
、
宝
暦
一
一
年
（
一

七
六
一
）
無
棄
斎
花
鈴
書
写
。 
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残
念
な
が
ら
「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
に
は
書
写
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

前
後
の
「
南
都
名
勝
舊
志
」
と
「
東
大
寺
大
仏
殿
等
修
理
状
」
の
書
写
年
か
ら
、「
南
都

東
大
寺
宝
物
」
も
一
七
六
〇
年
前
後
に
無
棄
斎
花
鈴
な
る
人
物
が
書
写
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
無
棄
斎
花
鈴
は
『
国
書
人
名
辞
典
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
渡
部
主
税
」
で
あ
ろ
う
。

辞
書
の
記
述
で
は 

渡
部
主
税 

わ
た
な
べ
ち
か
ら 

〔
生
没
〕
生
没
年
未
詳
。
江
戸
時
代
中
期
の
人
。〔
名
号
〕
本
姓
、
菅
原
。
名
、
吉

賢
。
通
称
、
主
税
。
号
、
無
棄
斎
・
影
馴
亭
・
花
鈴
。〔
経
歴
〕
大
阪
の
人
。
好
事

家
と
し
て
知
ら
れ
た
。〔
著
作
〕
五
参
宮
道
之
記
〈
宝
暦
六
〉
山
王
祭
図
〈
明
和
二
〉

四
種
雑
記 

社
記
雑
集 

山
城
め
ぐ
り
〈
寛
保
元
〉 

と
あ
る
。
大
阪
に
住
ま
い
し
て
い
た
花
鈴
が
、
南
都
の
三
つ
の
記
録
を
写
し
、「
南
都
興

福
寺
東
大
寺
舊
記
」
と
し
て
一
冊
の
冊
子
と
し
て
綴
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 

二 

「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
の
内
容 

 

「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
は
こ
れ
ま
で
正
倉
院
史
の
研
究
に
あ
っ
て
、
利
用
さ
れ
た
こ

と
の
な
い
史
料
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
全
文
を
紹
介
す
る
。 

  

南
都
東
大
寺
宝
物 

慶
長
十
七
壬
子
年
十
一
月
十
三
日 

  
 

三
倉 

御
改
帳 

北
御
倉
下
之
櫃
長
持
合
紋
い
ろ
は 

い
長
持
壹
ケ
之
内 

御
鞍
鐙
四
口
分 

以
上
入
有
之 

ろ
長
持
壹
ケ
之
内 

唐
銅
鉢
大
小
百
四
十
二 

同
透
鉢
三
ケ 

御
鏡
一
面 

は 
 

同 
 
 
 

唐
銅
椀
七
具 

唐
銅
鉢
弐
百
十
四
ケ 

唐
銅
皿
三
ケ 

 
 
 
 
 
 
 
 

匙
子
七
十
八
ケ 

に 
 

同 
 
 
 

唐
銅
御
器
九
十
具 

唐
銅
鉢
十
九
ケ 

ほ 
 

同 
 
 
 

御
鏡
大
小
弐
十
六
面 

へ 
 

同 
 
 
 

碁
盤
三
面 

内
一
面
家
有 

石
弐
百
八
十 

碁
一
ケ
共 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
盤
三
ケ 

琵
琶
一
面 

と 
 

同 
 
 
 

薬
有 

元
花
ト
書
付
有
之 

 
 
 
 
 
 
 
 

ち
長
持
壹
ケ
之
内  

丹
有
リ 

り 
 

同 
 
 
 

毛
氈 

赤
色
白
色 

十
五
枚 

ぬ 
 

同 
 
 
 

幕
綱
付 

白
赤
キ
絹
切
在
リ 

る 
 

同 
 
 
 

瓔
珞
吹
玉
在
リ 

を 
 

同 
 
 
 

華
幔
幡
之
道
具
入
在
之 

わ 
 

同 
 
 
 

書
臺 

唐
ノ
箱 

小
道
具
色
々
之 

孫
之
手
一 

鏡
一 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

籠
柳
三
箇 

か 
 

同 
 
 
 

石
盤
五
ケ 

但
龍
之
紋
有
リ 

よ 
 

同 
 
 
 

石
盤
一
ツ 

華
飾
二
ケ 

琵
琶
一
面 

鳳
凰
金
物
一
ケ 

 
 
 
 
 
 
 
 

塩
硝
一
壺 

 
 
 
 
 
 
 
 

唐
沓
五
足 

白
毛
氈
一
枚 

明
長
持
一
ケ       

以
上
入
有
之 

都
合
長
持
数
十
五
棹 

  

北
之
端
御
倉
二
階 

た
長
持
一
ケ
之
内 

真
鍮
簾
之
穂
廿
六
本 

丁
子
一
箱 

薬
種
色
々
一
箱 

れ 
 

同 
 
 
 

硯
一
面 

双
六
盤
一
面 

冠
桶
二
ケ 

籠
柳
六
ケ 

唐
小
箱
一
ケ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ケ
サ
ン
三
ケ 

そ 
 

同 
 
 
 

蓮
華
座
二
ケ 

天
蓋
三
ケ 

つ 
 

同 
 
 
 

薬
種 

但
元
花
ト
書
付
有
之 
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ね 
 

同 
 
 
 

法
皇
之
御
筆
一
管 

御
杖
二
本 

御
尺
八
二
管 

御
弓
一
張 

 
 
 
 
 
 
 
 

孫
之
手
三
ケ 

御
下
鞘
一
ケ 

ヒ
イ
ト
ロ
但
茶
入
有 

香
合
一
ケ 

薬
種
一
箱 

籠
柳
一
ケ 

塗
樽
桶
一
ケ 

鈴
一
ケ 

御
鏡
家
一
ケ  

箱
金
紋
一
ケ
有 

花
瓶
一
ケ 

琵
琶
一
面 

な 
 

同 
 
 
 

シ
ヤ
ホ
ン
入
有
之 

ら 
 

同 
 
 
 

赤
白
毛
氈
五
枚 

む
長
持
一
ケ
之
内 

御
茵
蓐
道
具
入
有
リ 

ヒ
イ
ト
ロ
ノ
錫 

う 
 

同 
 
 
 

御
奇
懸
二
ケ 
絹
幕
二
走 

唐
箱
金
紋
有
一
ケ 

ぬ 
 

同 
 
 
 

毛
氈
紋
有
リ
十
三
枚 

の 
 

同 
 
 
 

御
経
軸
一
箱 

唐
紙
赤
白
青
一
箱 

を 
 

同 
 
 
 

人
参
有
之 

く 
 

同 
 
 
 

鈴
一
箱 

や 
 

同 
 
 
 

瑪
瑙
石
一
箱 

ま 
 

同 
 
 
 

御
太
刀
十
八
振 

大
蛮
琴
一
張 

柄
香
炉
一
ケ 

笛
一
菅 

 
 
 
 
 
 
 
 

尺
八
一
菅 

石
帯
一
筋 

水
晶
之
珠
数
一
連 

け 
 

同 
 
 
 

一
張 

琵
琶
二
面 

簫
一
ケ 

御
杖
一
本 

下
緒
一
箱 

 
 
 
 
 
 
 
 

壺
焼
物
一
ケ 

明
箱
二
ケ 

ふ 
 

同 
 
 
 

御
鞍
一
口 

轡
一
口 

泥
障
二
掛 

こ 
 

同 
 
 
 

箱
一
ケ 

色
々
小
道
具
有
リ 

下
緒
一
箱 

え 
 

同 
 
 
 

簫
一
ケ 

両
方
剱
前
後
一
振 

箱
三
ケ 

て 
 

同 
 
 
 

御
鏡
七
面 

金
輪
一
ケ 

あ 
 

同 
 
 
 

御
鞍
二
口 

轡
一
口 

さ 
 

同 
 
 
 

箱
十
二 

水
瓶
一
ケ 

柄
香
炉
二
ケ 

金
之
鉢
一
ケ
唐
銅
外 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
鈷
一
ケ 

き 
 

同 
 
 
 

色
々
小
道
具
入
有 

水
亀
一
ケ 

ゆ 
 

同 
 

 
 

象
牙
一
本 

華
幔
道
具
十
ケ 

御
経
筆
墨
一
箱 

金
之
輪
一
ケ 

御
鏡
一
面  

細
道
具
一
箱 

め 
 

同 
 
 
 

御
鞍
二
口 

佛
之
大
座
一
ケ 

み 
 

同 
 
 
 

甘
草
六
本 

ケ
サ
ン
五
本 

象
牙
尺
八
一 

肉
桂
一
袋 

 
 
 
 
 
 
 
 

如
石
薬
四
ケ 

焼
物
壺
二
ケ 

し
長
持
一
ケ
之
内 

壺
一
ケ
焼
物 

琵
琶
袋
一
ケ
唐
織 

薬
種
二
袋 

櫃
ノ
蓋
一
ケ 

ゑ 
 

同 
 
 
 

布
但
唐
布
一
巻 

絹
之
切
之
有 

ひ 
 

同 
 
 
 

墨
塗
之
筒
二
ケ 

小
箱
四
ケ 

唐
紙
二
巻 

も 
 

同 
 
 
 

御
衣
之
道
具
色
々
有
之 

せ 
 

同 
 
 
 

御
枕
一
ケ 

孫
之
手
一
ケ 

箱
二
ケ 

御
手
巾
掛
一
ケ 

 
 
 
 
 
 
 
 

香
合
一
ケ 

す 
 

同 
 
 
 

御
正
躰
金
物
一
ケ 

簫
一
ケ 

太
刀
四
十
三
振 

琵
琶
一
面 

一 
 

同 
 
 
 

大
紅
沈 

長
弐
尺
六
寸
四
分 

本
口
大
サ
同
前 

末
口
弐
尺
二
寸

三
分 

本
口
切
欠
一
尺
五
寸 

切
口
三
ケ
一
之 

同
小
切
三
在 

 
 
 
 
 
 
 
 

亦
曰
大
紅
塵 

長
三
尺
五
寸 

切
欠
短
キ
所
三
丁
二
尺
四
寸
二
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

重
目
四
貫
六
百
目
余 

二 
 

同 
 
 
 

鹿
角
但
十
六
俣
一
本 

紫
檀
二
本 

唐
木
二
本 

 
 
 
 
 
 
 
 

蘭
奢
待 

長
サ
五
尺
二
寸
五
分 

本
口
大
サ
四
尺
三
寸 

末
口
一

尺
六
寸
弐
分 

本
口
ヨ
リ
半
分
迄
中
ウ
ツ
ヲ 

 
 
 
 
 
 
 
 

亦
曰
蘭
奢
待
ヲ
黄
熟
香 

長
五
尺
二
寸 

末
俣
三
寸
八
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

切
欠
穴
三
尺
一
寸
一
分 

重
目
三
貫
三
百
五
十
目 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
弓
但
人
形
画
有
リ
一
張 

下
緒
但
啄
木
二
筋 

御
幣 

 
 
 
 
 
 
 
 

唐
銅
鉢
大
小
七
十
八 

華
幔
十
掛 
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都
合
長
持
数
三
十
五
棹 

右
御
長
持
唯
今
北
之
倉
ヨ
リ
南
ノ
倉
江
移 

南
ノ
倉
ニ
有
之

小
細
々
物
北
之
倉
江
移
也 

  

中
之
御
倉
下
壇 

三
長
持
二
十
六
箇
之
内 
長
持
三
ケ
符
ヲ
切 

今
度
盗
取
者
有
之 

長
持
二
十
三
ケ
如

昔
符
有
之 

  

中
之
御
倉
二
階 

四
長
持
壱
ケ
ノ
内 

色
々
衣
類
道
具
ア
リ 

五 
 

同 
 
 
 

鴨
毛
ノ
屏
風
一
双 

六 
 

同 
 
 
 

但
南
ノ
御
倉
入 

銀
之
壺
二
ケ 
銀
之
臺
一
ケ 

銀
之
鉢
二
ケ 

七 
 

同 
 
 
 

面
十
三 

板
ニ
佛
十
四
打
付
有
之
一
枚 

八
長
持
一
ケ
之
内 

但
南
ノ
御
倉
入 

銀
提
子
但
無
口
一
ケ 
同
鉢
一
ケ 

大
鏡
二
面 

九 
 

同 
 
 
 

御
茵
蓐
之
道
具
有 

十 
 

同 
 
 
 

錦
之
幕
入
在 

い 
 

同 
 
 
 

御
倉
之
鍵
二
ケ 

色
々
古
幕
在 

ろ 
 

同 
 
 
 

薬
種
色
々
在 

は 
 

同 
 
 
 

面
一
ケ 

古
幕
色
々
在 

但
に
印
長
持 

に 
 

同 
 
 
 

木
鉢
一
ケ 

古
幕
色
々
在 

但
は
印
長
持 

ほ 
 

同 
 
 
 

花
籠
四
十
九 

古
幕
色
々
在 

へ 
 

同 
 
 
 

絹
幕
色
々
在 

と 
 

同
小
長
持 

琴
一
張 

御
弓
一
張 

ち 
 

同 
 
 
 

御
経
入 

り 
 

同 
 
 
 

布
古
幕
在 

ぬ 
 

同 
 
 
 

絹
古
幕
在 

る 
 

同 
 
 
 

御
茵
蓐
色
々
在 

を 
 

同 
 
 
 

薬
種
色
々
在 

わ 
 

同 
 
 
 

長
持
十
九
之
内
ニ
物
無
之 

か 
 

同 
 
 
 

明
長
持
三
十
内
ニ
物
無
之 

都
合
長
持
六
十
八 

此
内
明
長
持
四
十
九 

惣
計
長
持
数
百
四
十
四
、
此
内
明
長
持
四
十
九
ケ 

以
上 

 

右
今
度
當
寺
三
倉
江
、
寺
僧
福
蔵
院
・
中
證
院
・
北
林
院
入
盗
賊
付
而
、
此
三
院
搦
捕

糺
明
之
上
、
賊
徒
無
隠
旨
、
致
白
状
、
依
臓
物
出
被
成
、
御
成
敗
則
為
、 

勅
符
倉
故
、
任
先
例 

勅
使
柳
原
辨
殿
持
参
勅
符
、
并
倉
中
御
改
、
関
東
御
奉
行
永
井

弥
右
衛
門
、
南
都
御
参
向
候
而
、
五
師
中
立
合
、
三
倉
残
物
相
改
、
帳
面
書
付
、
為
後

證
所
致
判
形
如
件
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
大
寺
年
預
五
師 

 

慶
長
十
七
壬
子
年
十
一
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
凉
院 

 
 
 

在
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無
量
壽
院 

 
 

在
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
蔵
院 

 
 
 

在
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
生
院 

 
 
 

在
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
井
弥
右
衛
門 

在
判 

  

以
上
が
五
丁
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
で
あ
る
。
倉
内
の
長
持

に
収
め
ら
れ
て
い
る
品
を
記
し
、
最
後
の
数
行
に
は
、宝
物
の
盗
難
が
判
明
し
た
た
め
、

勅
使
立
ち
会
い
の
も
と
に
倉
内
の
調
査
を
行
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
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三 

「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
の
記
述 

 
所
々
の
長
持
の
記
号
の
あ
と
に
「
長
持
壹
（
一
）
ケ
之
内
」
と
あ
る
の
は
、
各
倉
の

冒
頭
の
行
と
、
丁
の
ウ
ラ
の
最
初
の
行
に
あ
た
る
部
分
、
す
な
わ
ち
冊
子
を
見
開
き
に

し
た
時
に
、
右
端
の
行
の
記
述
で
あ
る
。
左
に
続
け
て
同
じ
く
「
長
持
壹
（
一
）
ケ
之

内
」
な
の
で
、
こ
れ
を
省
略
し
て
「
同
」
と
記
し
て
い
る
。 

 

「
三
倉
御
改
帳
」
と
あ
る
が
、
調
査
さ
れ
た
の
は
「
北
御
倉
下
」「
北
之
端
御
倉
二
階
」

「
中
之
御
倉
下
壇
」「
中
之
御
倉
二
階
」
で
あ
り
、
南
倉
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
調

査
箇
所
ご
と
に
あ
る
長
持
合
計
数
に
つ
い
て
は
、「
北
御
倉
下
」
は
一
五
箇
で
あ
り
、「
都

合
長
持
数
十
五
棹
」
と
一
致
す
る
。「
北
之
端
御
倉
二
階
」
で
は
三
四
箇
の
長
持
の
記
述

が
あ
る
が
、
「
都
合
長
持
数
三
十
五
棹
」
と
あ
り
、
合
計
数
は
一
致
し
な
い
。「
中
之
御

倉
二
階
」
の
最
後
に
あ
る
「
都
合
長
持
六
十
八 
此
内
明
長
持
四
十
九
」
は
、 

北
下
一
五
＋
北
二
階
三
四
＋
中
二
階
一
九
（「
わ
」「
か
」
の
明
長
持
を
除
く
）
＝

六
八
（
実
数
） 

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
惣
計
長
持
数
百
四
十
四
」
は 

 
 

実
数
六
八
＋
中
下
二
六
＋
明
長
持
四
九
＝
一
四
三 

で
あ
り
一
致
し
な
い
。
原
本
で
の
誤
り
か
、
書
写
段
階
で
の
写
し
間
違
い
か
は
分
ら
な

い
。 

  
 
 

四 

「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
が
記
さ
れ
た
状
況 

 

慶
長
年
間
の
盗
難
事
件
に
つ
い
て
は
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
二
月
一
七
日
に
記

さ
れ
た
「
慶
長
十
九
年
薬
師
院
実
祐
記

（
３
）

」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
は
、
初
め
に

そ
れ
ま
で
の
三
倉
の
開
封
の
次
第
を
記
す
。
次
に
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
の
織
田
信

長
に
よ
る
蘭
奢
待
の
截
香
の
事
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
の
徳
川
家
康
に
よ
る
三
倉

の
修
理
と
開
封
、
さ
ら
に
慶
長
の
宝
物
盗
難
事
件
の
記
述
と
な
る
。 

 

「
慶
長
十
九
年
薬
師
院
実
祐
記
」
に
記
さ
れ
た
盗
難
事
件
の
記
述
を
時
系
列
で
整
理

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 

慶
長
一
五
年
七
月
二
一
日 

寺
僧
の
福
蔵
院
・
北
林
院
・
中
證
院
の
三
人
が
、
正
倉
院
北
倉
の
床
下
を
切
り
破
り
、

宝
物
を
盗
出
す
。 

慶
長
一
七
年
三
月
二
一
日 

上
生
院
□
賢
房
法
印
・
無
量
寿
院
長
円
房
得
業
・
清
凉
院
卿
公
擬
講
ら
は
、
市
中
で

不
思
議
な
物
が
売
り
に
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
た
の
で
、
正
倉
院
の
宝
蔵

を
検
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
盗
難
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
大
和
国
守
護
代
・
大
久

保
石
見
守
の
代
官
・
鈴
木
左
馬
助
に
報
告
し
た
。
彼
の
案
内
で
京
都
所
司
代
・
板
倉

伊
賀
守
ヘ
も
相
談
し
た
。
こ
の
こ
と
は
駿
河
国
い
た
徳
川
家
康
に
も
注
進
さ
れ
た
。

先
ず
宝
蔵
に
仮
屋
を
作
り
、
勅
使
を
申
し
下
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

慶
長
一
七
閏
一
〇
月
二
一
日 

大
久
保
石
見
守
の
下
奉
行
・
杉
田
九
郎
兵
衛
は
、仮
屋
を
検
分
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

寺
の
老
若
中
を
三
蔵
ヘ
呼
び
寄
せ
、
そ
の
つ
い
で
に
福
蔵
院
・
北
林
院
・
中
證
院
を
、

当
時
奈
良
町
奉
行
の
地
位
に
あ
っ
た
中
坊
ヘ
同
行
し
、
捕
ら
え
た
。 

慶
長
一
七
年
閏
一
〇
月
二
四
日 

下
奉
行
・
杉
田
九
郎
兵
衛
は
、
福
蔵
院
・
北
林
院
・
中
證
院
を
京
都
へ
護
送
し
、
京

都
所
司
代
・
板
倉
伊
賀
守
の
前
で
、
盗
品
を
買
っ
た
相
手
と
対
峙
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

こ
と
ご
と
く
白
状
し
た
。
三
名
は
京
都
の
牢
屋
に
こ
の
日
か
ら
入
れ
ら
れ
た
。 

慶
長
一
七
年
一
一
月
一
二
日 

勅
使
・
柳
原
弁
殿
が
下
向
。 

慶
長
一
七
年
一
一
月
一
三
日 

 



正倉院宝物盗難事件に関する一史料―大阪府立中之島図書館蔵「南都東大寺宝物」について― 

 (98)

宝
蔵
を
開
封
し
、
宝
物
を
点
検
し
た
。
盗
人
の
捜
査
は
杉
田
九
郎
兵
衛
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
た
。 

慶
長
一
七
年
一
二
月
二
九
日 

盗
人
の
三
人
を
籠
よ
り
出
し
、
そ
の
日
は
伏
見
ま
で
向
か
い
、
一
泊
し
た
。 

慶
長
一
七
年
一
二
月
三
〇
日 

奈
良
ヘ
ひ
き
下
り
、
中
坊
の
籠
に
入
れ
た
。
そ
の
夜
半
か
ら
猿
沢
池
畔
に
設
置
し
た

詰
籠
の
中
に
い
れ
、
曝
者
と
し
た
。
籠
は
一
人
ず
つ
仕
切
っ
て
あ
っ
た
。
奈
良
町
中

よ
り
、
昼
間
は
一
〇
人
、
夜
は
二
〇
人
の
番
人
が
出
て
、
囚
人
の
三
人
を
監
視
し
た
。

こ
れ
と
は
別
に
、
奉
行
大
久
保
石
見
守
よ
り
三
人
の
役
人
が
出
た
。 

慶
長
一
八
年
四
月
初
め 

中
證
院
が
籠
の
中
で
死
ん
だ
。 

慶
長
一
八
月
二
五
日 

奉
行
大
久
保
石
見
守
が
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
衆
徒
出
身
の
中
坊
が
代
わ
っ
て

事
に
あ
た
っ
た
。 

慶
長
一
九
年
二
月
一
七
日 

福
蔵
院
・
北
林
院
と
、
宝
物
の
売
買
を
手
伝
っ
た
学
順
と
い
う
者
を
籠
か
ら
ひ
き
出

し
、
奈
良
坂
の
北
高
座
で
曝
し
者
に
し
、
処
刑
し
た
。 

  

こ
の
よ
う
な
盗
難
事
件
の
顚
末
を
み
る
と
、「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
が
書
か
れ
た
慶
長

一
七
年
一
一
月
一
三
日
は
、
勅
使
・
柳
原
弁
殿
立
ち
会
い
の
も
と
に
正
倉
院
を
開
封
し
、

宝
物
を
点
検
し
た
ま
さ
に
そ
の
日
で
あ
る
。
宝
物
点
検
当
日
の
記
録
が
こ
の
「
南
都
東

大
寺
宝
物
」
で
あ
る
。 

  

 
 
 

五 

「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
か
ら
判
明
す
る
事
実 

 

（
一
）「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」
と
の
関
係 

 

慶
長
一
七
年
一
一
月
一
三
日
の
宝
物
点
検
記
録
と
し
て
「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改

之
帳

（
４
）

」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」
と
「
南
都
東
大
寺
宝

物
」
を
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
表
を
作
成
し
た
。 

 

「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」
と
「
南
都
東
大
寺
宝
物
」、
一
見
し
て
分
る
の
は

同
じ
品
に
つ
い
て
の
表
記
の
違
い
で
あ
る
。「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」
で
は
仮

名
ま
じ
り
の
表
記
が
多
い
の
に
対
し
て
、「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
で
は
ほ
と
ん
ど
が
漢
字

表
記
と
な
っ
て
い
る
。
宝
物
点
検
の
当
日
の
様
子
を
想
像
し
て
み
た
い
。
宝
物
に
つ
い

て
の
知
識
が
あ
る
担
当
者
が
一
つ
一
つ
の
長
持
ち
を
開
け
な
が
ら
、
宝
物
の
名
称
と
数

を
言
葉
に
出
し
て
発
声
し
、
傍
ら
に
控
え
て
い
る
記
録
担
当
者
が
、
耳
で
聞
い
た
そ
の

言
葉
を
記
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
カ
ラ
カ
ネ
」
と
聞
こ
え
た
の
を
、
即
座
に
「
唐

銅
」
と
記
す
こ
と
が
で
き
ず
「
か
ら
か
ね
」
と
書
く
。「
シ
ン
チ
ウ
ノ
ス
タ
レ
ノ
オ
」
を

「
真
鍮
簾
の
穂
」
と
書
く
こ
と
が
で
き
ず
耳
に
入
っ
て
き
た
「
し
ん
ち
う
の
す
た
れ
の

を
」
と
書
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」

が
宝
物
点
検
当
日
の
そ
の
場
で
の
メ
モ
書
き
で
あ
り
、「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
は
当
日
の

生
の
記
録
を
整
理
し
清
書
し
た
、
役
所
的
な
盗
難
事
件
に
関
す
る
書
類
と
思
わ
れ
る
。

「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
の
末
尾
に
、
数
行
に
わ
た
る
事
件
に
つ
い
て
の
記
述
と
、「
東
大

寺
年
預
五
師
」の
署
名
が
あ
る
こ
と
も
こ
の
よ
う
な
推
定
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 
北 
― 

ろ
「
大
小
か
ら
か
ね
」
＝
「
唐
銅
鉢
」
や
、
北 

― 

ふ
「
鞍
」
な
ど
を
は
じ
め
、

い
く
つ
か
の
品
で
個
体
数
の
相
違
が
あ
る
。「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」
が
点
検

現
場
で
の
生
の
メ
モ
書
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
日
の
清
書
で
あ
る
「
南
都
東
大
寺
宝

物
」
が
記
す
個
体
数
が
あ
や
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 



大阪歴史博物館 研究紀要 第 12 号（2014） 

 (99)

 

 

え こ ふ け ま や く お の ゐ う む ら な ね つ そ れ た 北
端
２
階 

よ か わ を る ぬ り ち と へ ほ に は ろ い 北
倉
下 

 

 

笙(

１)

・
前
後
剱(

１)

・
箱(

３) 

小
箱(

１)

・
色
々
小
道
具
・
下
鞘(

１) 

鞍(

２)

・
轡(

１)

・
懸
半
泥
障(

２) 

琴(

１)

・
琵
琶(

２)

・
笙(

１)

・
杖(

１)

・
下
緒(

１)

・
壺(

１)

・

明
箱(

２) 

太
刀(

18)

・
大
し
や
み
せ
ん(

１)

・
ゑ
香
炉(

１
）
・
笛(

１)

・

尺
八(

１)

・
石
の
帯(

１)

・
水
精
の
念
珠(

１) 

め
な
う
石(

１) 

鈴(

１) 

人
参 

経
軸(

１)

・
青
白
赤
唐
紙(

１) 

も
う
せ
ん(

13) 

よ
り
か
か
り(

２)

・
絹
の
幕(

２) 

か
う
の
箱(

１) 

し
と
ね 

び
い
ど
ろ
の
觴(

２) 

白
赤
も
う
せ
ん(

５) 

し
や
ほ
ん 

法
皇
の
筆(

１)

・
杖(

２)

・
尺
八(

２)

・
弓(

１)

・
ま
ご(

３)

・

杖(

１)

・
さ
す
が(

１)

・
び
い
ど
ろ
の
薬
す
り(

１)

・
香
箱(

１)

・

薬(

１)

・
こ
り(

１)

・
鈴(

１)

・
鏡
之
家(

７)

・
箱
金
に
て
紋

(

１)

・
花
立(

１)

・
塗
桶(

１)

・
琵
琶(

１) 

薬 蓮
花
之
座(

２)

・
て
ん
が
い(

３) 

硯(

１)

・
双
六
盤(

１)

・
冠
桶(

２)

・
こ
り(

６)

・
唐
小
箱(

１)

・

計
算(

３) 

薬
色
々
・
し
ん
ち
う
の
す
た
れ
の
を(

26)

・
丁
子
箱(

１) 

 

石
盤(

１)

・
け
う
そ
く(

２)

・
琵
琶(

１)

・
法
皇
の
金
物(
１)
・

壺
塩
硝
・
唐
沓(

５)

・
白
も
う
せ
ん(

１)

・
明
長
持(

１) 

石
盤(

５) 

志
よ
だ
い(

１)

・
唐
箱
（
１
）・
ま
ご(

１)

・
鏡(
１)
・
こ
り(

３) 

気
ま
ん
幡
の
道
具 

屋
う
ら
く
ふ
さ
玉 

幕
の
縄
白
赤 

白
赤
も
う
せ
ん(

15) 

丹 薬 碁
盤(

３)

・
石(
280)

・
石
盤(

３)

・
琵
琶(

１) 

鏡(

26) 

か
ら
か
ね
器(

90)

・
鉢(

19) 

か
ら
か
ね
垸(

７)

・
か
ら
か
ね(

214)

・
皿(

３)

・
茶
匙(

78) 
大
小
か
ら
か
ね(

152
）
・
す
か
し
鉢(

３)

・
鏡(

１) 

鞍
、
但
鐙
有(

４) 

 

東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳(

続
々
群
書
類
従
16) 

 

簫(

１)

・
両
方
剣(

１)

・
箱(

３) 

箱(

１)

・
色
々
小
道
具
・
下
緒(

１) 

鞍(

１)

・
轡(

１)

・
泥
障(

２) 

琴(

１)

・
琵
琶(

２)

・
簫(

１)

・
杖(

１)

・
下
緒(

１)

・
壺(

１)

・

明
箱(

２) 

太
刀(

18)

・
大
蛮
琴(

１)

・
柄
香
炉(

１)

・
笛(

１)

・
尺
八(

１)

・

石
帯(

１)

・
水
晶
数
珠(

１) 

瑪
瑙
石(

１) 

鈴(

１) 

人
参 

経
軸(

１)

・
唐
紙
赤
白
青(

１) 

毛
氈(

13) 

竒
懸(

２)

・
絹
幕(

２)

・
唐
箱(

１) 

茵
褥
道
具
・
ヒ
イ
ト
ロ
の
錫 

赤
白
毛
氈(

５) 

シ
ヤ
ホ
ン 

法
皇
の
筆(

１)

・
杖(

２)
・
尺
八(

２)

・
弓(

１)

・
孫
手(

３)

・

下
鞘(

１)

・
ヒ
イ
ト
ロ 

香
合(
１)

・
薬
種(

１)

・
籠
柳(

１)

・

塗
樽
桶(

１)

・
鈴(

１)

・
鏡
家(
１)
・
箱
金
紋(

１)

・
花
瓶(

１)

・

琶(

１) 

薬
種 

蓮
華
座(

２)

・
天
蓋(
３) 

硯(

１)

・
双
六
盤(

１)

・
冠
桶(

２)

・
籠
柳(

６)

・
唐
小
箱(

１)

・

ケ
サ
ン(

３) 

真
鍮
簾
の
穂(

26)

・
丁
子
箱(

１)

・
薬
種
色
々(

１) 

 
石
盤(

１)

・
飾(

２)

・
琵
琶(

１)

・
鳳
凰
金
物(

１)

・
塩
硝
壺

(

１)

・
唐
沓(

５)

・
白
毛
氈(

１)

・
明
長
持(

１) 

石
盤(

５) 

書
台
・
唐
箱
・
孫
の
手(

１)

・
鏡(

１)

・
籠
柳(

３) 

華
幔
幡
の
道
具 

瓔
珞
吹
玉 

幕
綱
付
白
赤
絹
切
れ 

毛
氈
赤
色
白
色(

15) 

丹 薬 碁
盤(

３)

・
石(

280)

・
石
盤(

３)

・
琵
琶(

１) 

鏡(

26) 

唐
銅
器(

90)

・
唐
銅
鉢(

19) 

唐
銅
椀(

７)

・
唐
銅
鉢(

214)

・
唐
銅
皿(

３)

・
匙
子(

78) 

唐
銅
鉢(

142
）・
唐
銅
透
鉢(

３)

・
鏡(

１) 

鞍
鐙(

４) 

 

南
都
東
大
寺
宝
物 

かわ を る ぬ り ち と へ ほ に は ろ い 十 九 八 七 六 五 四 中
倉
２
階 

三 中
倉
下 

二 一 す せ も ひ ゑ し み め ゆ き さ あ て 

明
長
持(
30) 

明
長
持(

19) 

色
々
薬 

色
々
し
と
ね 

絹
古
幕 

布
古
幕 

経
入 

琴(

１)

・
弓(

１) 

絹
の
幕
色
々 

花
か
ご(

49)

・
色
々
古
幕 

色
々
の
布
幕
・
面(

１) 

木
の
鉢(

１)

・
色
々
古
幕 

色
々
薬 

色
々
古
幕
・
蔵
の
鎰(

２) 

色
々
錦
の
幕 

い
ろ
い
ろ
し
と
ね
の
道
具 

内
１
ツ
但
南
倉
入
り
銀
無
口
の
提 

 

鉢(

１)

・
大
鏡(

１) 

面(

13)

・
板
に
仏(

14) 

内
２
ツ
但
南
倉
へ
入
り
銀
壺 

台(

１)

・
鉢(

２) 

鴨
毛
屏
風(

１) 

色
々
の
着
類 

 

長
持
（
26
） 

内
三
ツ
風
符
を
切
り
盗
申 

 

鹿
角(

１)

・
紫
壇(

２)

・
木(

２)

・
蘭
奢
待
・
弓
・
た
く
ぼ
く

の
下
緒(

２)

・
御
幣
・
か
ら
か
ね
鉢(

78) 

大
ナ
ル
紅
沈 

板
に
仏
ヲ
か
な
物
に
鋳
付(

１)

・
笙(

１)

・
太
刀(

43)

・
琵
琶

(

１) 

枕(

１)

・
ま
こ
の(

１)

・
箱(

２)

・
手
巾
懸(

１)

・
香
合(

１) 

色
々
衣
の
道
具 

黒
漆
の
筒(

２)

・
小
箱(

４)

・
と
う
し(

２) 

唐
布(

１)

・
絹
の
こ
ま
こ
ま
道
具 

壺(

１)

・
琵
琶
袋(

１)

・
薬
種(

２)

・
箱
の
蓋(

１) 

甘
草(

６)

・
計
算(

５)

・
ざ
う
げ
の
尺
八(

１)

・
肉
桂(

１)

・
石

の
様
成
薬(

４)

・
焼
物
壺(

２) 

鞍(

２)

・
仏
の
大
座(

１) 

ざ
う
げ(

１)

・
け
ま
ん
道
具(

10)

・
筆
墨
経(

１)

・
か
ね
の
輪

(

１)

・
鏡(

１)

・
こ
ま
こ
ま
道
具(

１) 

色
々
小
道
具
・
水
亀(

１) 

箱(

12)

・
す
い
び
ん(

１)

・
ゑ
香
炉(

２)

・
か
ね
の
鉢(

１)

・

三
鈷(

１) 

鞍(

２
・
轡(

１) 

鏡(

７)

・
か
ね
の
輪(

１) 

長
持(

30) 

物
無
し 

長
持(

19) 

物
無
し 

薬
種
色
々 

茵
褥
色
々 

絹
古
幕 

布
古
幕 

経
入 

琴(

１)

・
弓(

１) 

絹
幕
色
々 

花
籠(

49)

・
古
幕
色
々 

木
鉢(

１)

・
古
幕
色
々 

面(

１)

・
古
幕
色
々 

薬
種
色
々 

倉
の
鍵(

２)

・
色
々
古
幕 

錦
幕 

茵
褥
の
道
具 

但
南
倉
入
り 

銀
提
子(

１)

・
銀
鉢(

１)

・
大
鏡(

２) 

面(

13)

・
板
仏(

１) 

但
南
倉
入
り 

銀
壺
（
２)

・
銀
台(

１)

・
銀
鉢(

２) 

鴨
毛
屏
風(

１) 

色
々
衣
類
道
具 

 

長
持
（
26
） 

う
ち
３
箇
盗
取
者
あ
り 

 

鹿
角(

１)

・
紫
壇(

２)

・
唐
木(

２)

・
蘭
奢
待
・
弓(

１)

・
下
緒

(

２)

・
御
幣
・
唐
銅
鉢(

78)

・
華
幔(

10) 

大
紅
沈 

正
躰
金
物(

１)

・
簫(

１)

・
太
刀(

43)

・
琵
琶(

１) 

枕(

１)

・
孫
手(

１)

・
箱(

２)

・
手
巾
掛(

１)

・
香
合(

１) 

衣
の
道
具
色
々 

黒
塗
の
筒(

２)

・
小
箱(

４)

・
唐
紙(

２) 

唐
布(

１)

・
絹
の
切 

壺(

１)

・
琵
琶
袋(

１)

・
薬
種(

２)

・
櫃
蓋(

１) 

甘
草(

６)

・
ケ
サ
ン(

５)

・
象
牙
尺
八(

１)

・
肉
桂(

１)

・
如
石

薬(

４)

・
焼
物
壺(

２) 

鞍(

２)

・
仏
の
大
座(

１) 

象
牙(

１)

・
華
幔
道
具(

10)

・
経
筆
墨(

１)

・
金
輪(

１)

・
鏡

(

１)

・
細
道
具(

１) 

色
々
小
道
具
・
水
亀(

１) 

箱(

12
）
・
水
瓶(

１)

・
柄
香
炉(

２)

・
金
鉢(

１)

・
三
鈷(

１) 

鞍(

２)

・
轡(

１) 

鏡(

７)

・
金
輪(

１) 



正倉院宝物盗難事件に関する一史料―大阪府立中之島図書館蔵「南都東大寺宝物」について― 

 (100)

 
（
二
）
盗
人
が
入
り
込
ん
だ
場
所 

「
慶
長
十
九
年
薬
師
院
実
祐
記
」
で
は 

 
 

長
拾
五
年
庚
戌
七
月
廿
一
日
ニ
、
…
（
中
略
）
…
彼
三
人
ス
ヾ
ム
由
ニ
テ
宝
蔵
之

下
江

切
々
参
候
而
盗
人
ニ
可
入
由
談
合
、
今
両
三
人
申
合
、
北
ノ
蔵
ノ
下
ヲ
切
破
、

盗
人
ニ
入
候
ヲ
、 

と
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
正
倉
院
史
の
研
究
で
は
盗
人
が
破
っ
た
の
は
北
倉
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
に
は 

 
 

中
之
御
倉
下
壇 

 
 
 

三
長
持
二
十
六
箇
之
内 

長
持
三
ケ
符
ヲ
切 

今
度
盗
取
者
有
之 

長
持
二
十

三
ケ
如
昔
符
有
之 

「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」
で
も 

 
 

中
之
御
蔵
下
段 

 
 
 

三
長
持
弐
拾
六 

内
三
ツ
符
を
切
盗
申
候
、
弐
拾
三
符
如
昔
有
、 

こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
盗
人
が
破
っ
た
の
は
中
倉
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
北
倉
・

中
倉
・
南
倉
は
内
部
で
行
き
来
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
別
々
の
独
立
し
た
空
間
で
あ
る
。

中
倉
は
北
倉
と
南
倉
の
側
壁
を
そ
の
ま
ま
北
と
南
の
壁
と
し
て
お
り
、
正
面
と
背
面（
西

面
）
は
厚
板
を
嵌
め
重
ね
た
板
壁
と
な
っ
て
い
る

（
５
）

。
「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
で
は
「
中

之
御
倉
下
壇
」
長
持
ち
三
つ
が
封
を
切
ら
れ
て
お
り
、「
今
度
盗
取
者
有
之
」
と
明
記
さ

れ
て
お
り
、「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」で
も
同
じ
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

慶
長
一
五
年
七
月
二
一
日
に
盗
人
が
入
っ
た
の
は
北
倉
の
床
下
か
ら
と
さ
れ
て
き
た
が
、

中
倉
の
床
を
破
り
、
宝
物
を
盗
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 

お
わ
り
に 

 

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
中
之
島
図
書
館
蔵
の
「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
を
紹

介
し
た
。 

 

「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」
と
の
比
較
か
ら
、
宝
物
点
検
の
そ
の
場
で
の
記

録
メ
モ
が
「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」
で
あ
り
、「
南
都
東
大
寺
宝
物
」
は
盗
難

事
件
に
関
す
る
正
式
の
書
類
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
盗
人
が
入
っ
た
の
は
北
倉
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
南
都
東
大

寺
宝
物
」「
東
大
寺
三
蔵
御
宝
物
御
改
之
帳
」
の
記
述
か
ら
、
盗
人
は
中
倉
の
床
を
破
っ

て
い
た
こ
と
が
分
っ
た
。 

 

僅
か
で
は
あ
る
が
、
正
倉
院
の
歴
史
に
つ
い
て
新
た
な
事
実
が
提
示
で
き
た
と
い
え

よ
う
。 

  

註 

(

１) 

堀
池
春
峰
「
正
倉
院
の
盗
人
」（
『
歴
史
評
論
』
一
〇
九
号 

一
九
五
九
年
）、
安
藤
更
生
『
正

倉
院
小
史
』（
国
書
刊
行
会 

一
九
七
二
年
）
、
中
川
登
史
宏
『
正
倉
院
物
語
』（
向
陽
書
房 

一
九
八
二
年
）。 

(

２) 

『
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
石
崎
文
庫
目
録
』（
一
九
六
八
年
）。 

(

３) 

『
続
々
群
書
類
従 

第
十
六 

雑
部
』
所
収
。 

(

４) 

『
続
々
群
書
類
従 

第
十
六 

雑
部
』
所
収
。 

(

５) 

橋
本
義
彦
『
正
倉
院
の
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館 

一
九
九
七
年
）
四
頁
。
こ
の
よ
う
な
倉
内

の
構
造
は
「
正
倉
院
正
倉
整
備
工
事 

第
５
回
現
場
公
開
」
（
二
〇
一
四
年
二
月
一
一
日
参

加
）
で
確
認
で
き
た
。 

 


